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１．組織概要

１）事業者名及び代表者名

大坂建鋼株式会社

代表取締役社長　大坂　勇

２）所在地

〒３００－２７４１

茨城県常総市国生1448

３）環境管理責任者及び連絡先

４）事業の概要

土木工事

道路舗装工事

上記活動に伴う事務活動

５）許可の内容

※産業廃棄物収集運搬は、自社排出分のみの運搬だけを行っていいます。

６）事業規模

会社

２．対象範囲

１）認証登録範囲

当社のエコアクション21活動は、下記記載の当社全組織、全活動を対象に実施しています。

２）レポートの対象期間及び発行日

環境経営レポート　表紙に記載

資材置き場（無人） ― ― 茨城県常総市国生303-1

本社事業所
工事部門 土木工事及び道路舗装工事

茨城県常総市国生1448
事務部門 上記活動に伴う事務

事業所床面積 ㎡ 115.5 115.5 115.5

対象事業所 対象部門 活動内容 住所

従業員数 人 21 21 21

自社敷地面積 ㎡ 448.5 448.5 448.5

売上高 百万円 597 848 860

工事実績 件 10 4 5

瀬高　欣一 ０２９７－４２－４２８１ ０２９７－４２－５８０９ big-slope@osakakenko.co.jp

許可名 許可番号 有効期限

環境管理責任者 TEL FAX E-mail　アドレス

項目 単位
2020年度 2021年度 2022年度

（20年10月～21年9月） （21年10月～22年9月） （22年10月～23年9月）

特定建設業 茨城県知事許可（特－２８）第１８６２１号 2026年10月14日

産業廃棄物収集運搬業 許可番号　０８０１１１５２７７ 2024年12月26日
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３．環境経営方針

大坂建鋼株式会社は、総合建設業として、かけがいのない地球環境をまもるために、「環境資源の低減

改善」をスローガンに、「環境にやさしい建設工事」を社員一丸で実践することにより、地域社会との融和

を図り環境保全に貢献します。

１．当社は、事業活動を通じて、環境経営マネジメントシステムを構築し、環境経営目標・環境経営計

画を定め継続的な改善に努めます。

２．当社の事業活動に関連する環境・その他の法規制を遵守するとともに、行政機関・団体・地域等

の要請に協力します。

3．当社の事業活動からの、環境に与える影響を削減するため、次の事項に対して優先的に取組み

ます。

① 二酸化炭素排出量の抑制

・ 燃料使用量の削減

・ 電力使用量の削減

 ② 廃棄物の減量化

・ 廃棄物の再資源化の推進

③水作業の効率化による水使用量の削減

④経営における課題とチャンス

・ 有資格者の増加

・ 新技術及び施工方法の積極的導入

⑤環境配慮部材使用拡大  

・ 再生砕石の積極的使用

この環境方針は当社全従業員に周知徹底するとともに、一般に開示します。

２０２３年　４月　１日

大坂建鋼株式会社

代表取締役　大坂　勇

４．エコアクション２１推進体制

環境管理責任者

瀬高　欣一

EA21事務局 EA21委員会

瀬高　欣一 各推進委員会

事務部門 工事部門

栁田　光司 武笠　安宏

代表者（代表取締役）

大坂　勇
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５．環境経営目標

当社の環境経営目標は、環境負荷の調査結果より以下のような目標を設定いたしました。

排出量管理

（実績値） 1,176.7t 1,488.2t

（実績値）

※購入電力の排出係数は、0.462（㎏-CO２/kwh:東電EP:2017年度実質排出係数）を採用

415.0ｔ/年 419.2ｔ/年 423.3ｔ/年 427.5ｔ/年

2021年比

計画書遵守率

１００％維持 100% 100%

　積極的使用 1％増 ２％増 ３％増

80.2㎥/年 79.4㎥/年 78.6㎥/年 77.8㎥/年

再生砕石の 再生砕石使用量 2021年比 2021年比

建設副産物

3
水資源使用量 水使用量（井戸・上水） 2021年比

　排出量の削減

建設副産物処理

遵守率 遵守率 遵守率

　の削減 １％削減 ２％削減 ３％削減

2021年比 2021年比

2

163.819㎏/百万 162.181㎏/百万 160.543㎏/百万 158.904㎏/百万

建設副産物

（軽油） １％削減 ２％削減 ３％削減

63.496㍑/百万 62.861㍑/百万 62.226㍑/百万 61.591㍑/百万

55.622㎏/百万 55.066㎏/百万 54.510㎏/百万 53.953㎏/百万

重機燃料 2021年比 2021年比 2021年比

　の削減 （ガソリン） １％削減 ２％削減 ３％削減

23.975㍑/百万 23.735㍑/百万 23.496㍑/百万 23.256㍑/百万

6.214㎏/百万 6.152㎏/百万 6.090㎏/百万 6.027㎏/百万

2.燃料使用量 車両燃料 2021年比 2021年比 2021年比

24年10月～25年9月

　の削減 １％削減 ２％削減 ３％削減

13.450kWh/百万 13.316kWh/百万 13.181kWh/百万 13.047kWh/百万

191,605㎏ 189,689㎏ 187,773㎏ 185,857㎏CO2総排出量

1

CO2の削減 225.949㎏/百万 223.690㎏/百万 221.430㎏/百万 219.171㎏/百万

1.電力使用量 購入電力 2021年比 2021年比比 2021年比

2024年度（長期）
21年10月～22年9月 22年10月～23年9月

取り組み項目
基準値と単位 環　　境　　経　　営　　目　　標

2021年度実績 2022年度 2023年度（中期）
23年10月～24年9月

4

5
有資格者の 一級土木　10名

　増員

学科２名合格

6
化学物質の

　使用量削減 当社では、現在PRTR制度対象物質の化学物質は使用してはおりません。
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６．環境経営目標の実績

環境経営目標に対する達成状況は以下の通りです。

１）CO2の削減 （２２年度CO2総排出量140,232㎏）

１．電力使用量の削減

※購入電力の排出係数は、0.462（㎏-CO２/kwh:東電:2018年度実質排出係数）を採用

２－１．燃料使用量の削減　車両燃料（ガソリン）

２－２．燃料使用量の削減　重機燃料（軽油）

２）廃棄物の減量化（建設副産物の中間処理計画書に沿った処理の徹底）

2021年対比 掘削するときは何段かに分けて掘削、旋回角度はできるだけ小さくの普及

１％削減

取組項目 部署名
22年度目標 22年度実績

増減率 判定
22年10月～23年9月 22年10月～23年9月

設計書遵守率 工事部門 100% 100% 0.0% ◎

軽油使用量
工事部門

62.861㍑/百万 41.624㍑/百万
-33.8% ◎

の削減 162.181㎏/百万 107.390㎏/百万

１％削減

取組項目 部署名
22年度目標 22年度実績

増減率 判定
22年10月～23年9月 22年10月～23年9月

-13.9% ◎
の削減 55.066㎏/百万 47.392㎏/百万

2021年対比 車間距離にゆとりをもって、加速・減速の少ない運転の奨励

22年10月～23年9月 22年10月～23年9月

ガソリン使用量
全部門

23.735㍑/百万 20.428㍑/百万

2021年対比 パソコンの使用台数の増加及び地球温暖化によるエアコンの使用量の増加が主

１％削減 な原因と考えられる電力使用量の増加が顕著である。節電意識の強化に努める。

取組項目 部署名
22年度目標 22年度実績

増減率 判定

25.2% ×
削減(購入電力) （事務所） 6.152㎏/百万 7.700㎏/百万

22年10月～23年9月 22年10月～23年9月

使用電力量の 事務部門 13.316kWh/百万 16.666kWh/百万

◎

2021年対比 こまめなスイッチのＯＮ、ＯＦＦを心掛け電力使用量の削減に取り組む。

１％削減

取組項目 部署名
22年度目標 22年度実績

増減率 判定

CO2の削減 全部門 223.690㎏/百万 163.016㎏/百万 -27.1% ◎

取組項目 部署名
22年度目標 22年度実績

増減率 判定
22年10月～23年9月 22年10月～23年9月

CO2総排出量 全部門 189,689㎏ 140,232㎏ -26.1%

100% 今後ともマニフェスト管理による設計書遵守率100％を継続します。
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３）水資源使用量の削減（井戸水、上水）

４）環境配慮部材使用拡大（再生砕石の積極的使用：民間工事）

５）有資格者の増員（一級土木施工管理技士、一級土木施工管理技士補）

2.2% ◎

的使用（民間工事） 全社員での再生砕石使用の営業活動を勧める
2021年対比1％増

22年10月～23年9月 22年10月～23年9月

再生砕石の積極 工事部門 419.2ｔ 428.5ｔ

取組項目 部署名
22年度目標 22年度実績

増減率 判定

資格取得の奨励及び支援体制の構築

取組項目 部署名
22年度目標 22年度実績

増減率 判定
22年10月～23年9月 22年10月～23年9月

２年間で１名増 工事部門 1名 2名 100.0% ◎

取組項目 部署名
22年度目標 22年度実績

増減率 判定
22年10月～23年9月 22年10月～23年9月

水使用量削減 全部門 79.4㎥ 80.8㎥ 1.8% ×

2021年対比 社内に注意喚起をし、節水への意識を上げる

１％削減
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７．環境経営計画と取り組み結果の評価と次年度の取り組み内容

当社の事業活動における環境への負荷を低減するために、以下の活動を実施しています。その達成

状況や経営の実施状況を毎月各部門から報告をうけEA21委員会及び事務局がフォローしています。

※計画　計画あり=○ 計画無し=―　　　結果　計画通り実施=◎　ほぼ計画通り=△　計画通り出来て

無い=×取り組み評価　満足（対計画：◎が90%以上）=◎　ほぼ満足（◎が80%以上）=△　不満足(◎80%

未満)=×

  １）CO２の削減

１．事務所での電力使用量の削減

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

①フィルターの掃除 ○ － － － － － － － － ○ － －

◎ ◎

②扇風機による空気 － － ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ ○

循環 △ △ △ △ ◎ ◎ ◎

③未使用時のコンセ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ントプラグの引抜 △ △ ◎ △ △ ◎ ◎ △ △ ◎ △ ◎

２－１．車両燃料使用量（ガソリン）の削減

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

①余裕ある車間 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

距離の維持 △ △ △ △ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

②ふんわりアクセル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ ◎ △ △ △ ◎ ◎ ◎ △

③早めのアクセル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ ◎ △ △ ◎ △ △ ◎ ◎

④暖房時のA/Cスイ － － ○ ○ ○ ○ － － － － － －

ッチオフ ◎ ◎ ◎ △

２－２．工事部門での建設用重機燃料使用量

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

①運転席の調整 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ △ △ ◎ ◎ △ ◎ ◎ △

②不整地では低速 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運転 △ △ △ △ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

③軟弱地での旋回 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

はゆっくりと △ △ △ △ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

工事部門 計画
◎

鈴木勝美 結果

次年度の取組内容 効率的な機械操作

工事部門 計画
△

鈴木勝美 結果

工事部門 計画
◎

鈴木勝美 結果

次年度の取組内容 スピードにも心にも余裕を持った運転

取組項目 責任者
実施スケジュール 取組

評価

工事部門 計画
△

松崎平 結果

工事部門 計画
◎

松崎平 結果

工事部門 計画
◎

松崎平 結果

工事部門 計画
△

松崎平 結果

次年度の取組内容 一人ひとり気を付けて全社員での節電対策実施

取組項目 責任者
実施スケジュール 取組

評価

事務部門 計画
△

瀬高欣一 結果

事務部門 計画
◎

瀬高欣一 結果

◎
瀬高欣一 結果

取組項目 責任者
実施スケジュール 取組

評価

事務部門 計画
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  ２）建設廃棄物の設計書に沿った建設副産物処分の１００％遵守

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

①マニフェストに基ずく ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

設計書遵守の継続 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

②マニフェスト管理の ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

継続 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

  ３）水（井戸水、水道水）使用量の削減

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

①井戸水使用量の把 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

握（計量）の継続 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

②節水シール等の標 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

示継続 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

  ４）環境配慮部材使用拡大

再生砕石の積極的使用：民間工事

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

①再生砕石使用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

の啓蒙 △ △ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

事務部門 計画
◎

松崎　平 結果

次年度の取組内容 顧客へのリサイクル意識の啓蒙活動

取組項目 責任者
実施スケジュール 取組

評価

取組項目 責任者
実施スケジュール 取組

評価

工事部門 計画
◎

鈴木勝美 結果

工事部門 計画
◎

鈴木勝美 結果

次年度の取組内容 マニフェスト遵守率100％の継続

取組項目 責任者
実施スケジュール 取組

評価

次年度の取組内容 うがい手洗い時の水の出しっ放しに注意

工事部門 計画
◎

松崎平 結果

工事部門 計画
◎

松崎平 結果
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８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

廃棄物処理法 遵守確認日　23年4月1日

第12条第1項 ・産業廃棄物処理基準 ・委託契約書 ・工事台帳ﾌｧｲﾙで委託先許可書等に

・委託先の産廃業許可証 問題無い事を確認（全て工事前に契約

・委託契約書の5年間保管 書随時締結）

第12条第2項 ・産業廃棄物保管基準 ・掲示板及び飛散漏洩防止等 ・掲示、保管状況問題ない事を確認

第12条の3 ・管理表（ﾏﾆﾌｪｽﾄ）の交 ・回収・照合（発行後B2.D票90日.E票 ・ﾏﾆﾌｪｽﾄで回収照合に問題無い事を

付・保管 180日以内） 確認

・ﾏﾆﾌｪｽﾄの5年間保管

第14条第1項2項 ・廃棄物収集運搬業の ・県知事の許可 ・許可書更新済み(2020年3月19日）

許可 ・許可の更新（5年毎更新）

第14条第12項 ・産業廃棄物収集運搬 ・運搬車両への表示と書面備え付け ・全車両の表示、書面確認と飛散等の

基準 ・運搬時の飛散漏洩防止 ｸﾚｰﾑは無い

浄化槽法 遵守確認日　23年4月1日

第10条 ・浄化槽管理者の義務 ・保守点検及び清掃の実施 ・浄化槽保守点検報告書にて確認

・浄化槽清掃記録票にて確認

第11条 定期検査 ・指定機関の水質検査 ・11条法定検査済証にて確認

建設リサイクル法 遵守確認日　23年４月1日

第9条 ・分別解体等実施義務 ・対象建設工事での分別解体等の実施 ・2016年2月8日届出

第12条 ・対象建設工事の届出に ・第10条第1項第1号から第5号の事項

係る事項の説明等 記載書面の交付と説明

第16条 ・再資源化等実施義務 ・特定建設資材廃棄物の再資源化

第18条 ・発注者への報告等 ・発注者への書面再資源化完了報告と

再資源化実施状況記録の作成保存

建設副産物適正処理 遵守確認日　23年4月1日

推進要綱

第7条1～3項 ・元請業者による施工計 ・再生資源利用計画の作成 ・施工計画所内の再生資源利用計画・

画の作成等 ・再生資源利用促進計画の作成 実施書及び再生資源利用促進計画・実

･実施状況の記録を１年間保管 施書を確認

建設業法 遵守確認日　23年4月1日

第3条 ・建設業の許可 ・登録許可書 ・2021年10月20日許可更新

自動車リサイクル法 遵守確認日　23年4月1日

第3条、第73条 ・使用済自動車引渡と再 ・引取業者への引き渡し ・全車支払い済みを車検書添付の支払

資源化預託金支払義務 ・購入時の資源化預託金支払い い書で確認

家電リサイクル法 遵守確認日　23年4月1日

第6条 ・事業者及び消費者の責 ・廃棄物として排出する場合は、運搬す ・排出無し（当期間内の買い換え無し）

務 る者等に適切に引渡し料金を支払う

騒音規制法

第十四条 ・特定建設作業開始届け ・知事への届け出（工事着手７日前） ・低騒音型建設機械使用を提出工事写

真により確認

振動規制法

第十四条 ・特定建設作業開始届け ・知事への届け出（工事着手７日前） ・低振動型建設機械使用を提出工事写

真により確認

○

○

○

○

○

○

法規制名 法規制等 遵守項目 遵守状況 結果

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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フロン排出抑制法

十六条① ・管理者判断基準の遵守 ・3か月に1回以上の簡易点検 ・簡易点検記録簿2017年7月24日作成

十九条① ・フロン類算定漏洩の報告 ・国への報告

環境関連法規違反はありませんでした。関係機関からの指摘及び訴訟等も過去3年間ありませ

んでした。

○

法規制名 法規制等 遵守項目 遵守状況 結果
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９．代表者による全体評価と見直しの結果 見直し実施時期

①環境経営目標の達成状況 22年10月～23年9月の集計結果：実績値／目標値

CO２ ／

電力 ／

ガソリン ／

軽油 ／

水 ／

再生砕石 ／

有資格者 ／

②環境経営方針 環境経営方針で説明

③環境経営計画の実施状況 環境経営計画表で説明

及び運用状況

④環境関連法規制等の遵守 環境関連法規制等一覧／遵守状況のチェック結果表で説明

状況

⑤実施体制

①環境経営目標の達成状況 ①環境経営目標

一級土木施工管理技士学科試験に２名合格

②環境経営方針 ②環境経営方針

③環境経営計画 ③環境経営計画

④ 環境関連法規制等の遵守 ④環境関連法規制等一覧

⑤ 実施体制 ⑤実施体制

2023年10月6日

インプット情報 情報内容・資料等 社長による指示事項
パソコンの使用台数増加及び新たな
セキュリティ対策により電力使用量が
増えました。節電意識を日頃より強く
持ってください。また一級土木施工管
理技士合格を目指し勉強に励んでく
ださい。

140,232㎏ 189,689㎏ -26.1%

17kwh 13kwh 25.2%

20㍑ 24㍑ -13.9%

42㍑ 63㍑ -33.8%

80.8㎥ 79.4㎥ 1.8%

428.5ｔ 419.2ｔ 2.2%

新技術及び資格試験に積極的に取り
組んでください。

一級土木施工管理技士二次試験合
格を目指し頑張ってください。

定期的な確認と工事に関連する法規
制を再確認してください。

各自の役割及び責任の遂行 熱中症対策、新型コロナウイルス対
策、アルコールチェック等健康管理に
必要な対策を一年間通して行い各自
の役割が滞ることの無いように気を
つけてください。

2名 1名 100.0%

社内おける新型コロナウイルス感染は今のところ無しまたアル
コールチエック及びメンタルヘルス診断実施

今後も引き続き本社および各現場において熱中症対策、ウイルス対
策、アルコールチェック、メンタルヘルス診断を行います。

社長のEA21全体振り返りコメント
地球温暖化による暑い夏となりましたが全社員上げて熱中症予防に取り組みに熱中症に掛かる人もなく暑い夏を乗り切る事が出来ました。今後も
新型ウイルス感染症やエンフルエンザと気を付けなければならないことがあります。健康そして事故には十分注意を払い仕事に取り組んでください。

指示事項に対する決定・処置内容

前回の指示への取組結果 今回の指示事項に対する決定・処置内容

一級土木施工管理技士取得に向け３名受験し学科２名合格。

資格取得に向け二次試験合格を社内一丸となって目指す。

一級土木施工管理技士実技試験に向けて４名猛勉強 一級土木施工管理技士二次試験合格目指し４名が頑張っています。

随時法規制等の確認チエックを実施 環境関連法規制等一覧の作成時（10月5日）及び定期的に確認を行い
ます。

一級土木施工管理技士学科試験２名合格
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